
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

土沢地区の人口と世帯数 
令和 3 年８月末日現在 

※この表は花巻市住民登録人口集計表を参考に作成しています。 

行政区 
日本人住民 外国人住民 

世帯数 男 女 計 出生 死亡 世帯数 男 女 計 

土沢第１（新地・百ノ沢） 130 185 197 382 0 0 0 0 2 2 

土沢第２（鏑町） 146 149 183 332 0 0 0 0 3 3 

土沢第３（中町・下町） 154 174 191 365 0 0 10 3 8 11 

土沢第４（駅前・上町） 183 183 222 405 0 1 8 4 5 9 

土沢第５（前郷・八日市場） 136 176 195 371 0 2 0 1 0 1 

土沢第９（六本木） 258 301 354 655 0 1 5 5 1 6 

合計 1,007 1,168 1,342 2,510 0 4 23 13 19 32 

 

  

発行日 令和 ３年１０月１５日（第８３号） 

発 行 土沢地域づくり会議 代表 新田繁夫  

〒028-0115 

花巻市東和町安俵 6区 53番地 

ＴＥＬ 0198-42-3255 ＦＡＸ 0198-42-4234 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏の暑さがのこる青空の下、周囲の水田の稲穂が色づく風景のなかで子供

会の歓声が響きわたり、例年行われていた９月の資源回収を地域の人々の協

力を得て実施しました。 

 子供会は新地、百ノ沢、幸田地区の１０世帯の小学男子生徒６名女子生徒

１０名あわせて１６名で構成されています。この日のため地域の人々にあら

かじめ呼びかけをおこない百ノ沢公民館に当日早朝より環境リサイクル品を

搬入していただきました。午前７時より作業開始、もちろん新型コロナウイ

ルス感染予防のためマスク着用で集合です。８時になりますと回収の大きな

トラックへと整理されたリサイクル品（新聞、雑誌、牛乳パック、ダンボール

空き缶、一升瓶等）をみんなでにぎやかに積み込みました。 

 父兄代表角掛和恵会長より、資源回収活動はリサイクルの推進、ゴミの減

量地域環境の美化、子供たちの自立の観点からこれからも取り組んでいきま

すと力強い言葉をいただきました。私達も支援いたしましょう。 

 尚、当日の作業に参加した子供たち

にと、地区のわら細工名人の太田稔さ

んより稲わらで繊細に作られたかわい

い亀をプレゼントいただきました。も

ちろん大喜び。とても有意義な日とな

りました。 

 

フォト日記 ９月４日（土）晴れ 新地・百ノ沢・平山子供会 

 

<文責 第一行政区 太田> 
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ふる歴コーナー 
 

 

 

 

 

コミセン内に併設されている「ふるさと歴
史展示室」から東和の歴史を紹介します。 

≪展示パネル引用≫ 

 

佐々木儀蔵『砥嶺神霊翁之夜話
と れ い し ん れ い お う の や わ

』には、前九年合戦 を題材とし

源 義 家
みなもとのよしいえ

・安倍貞任
あ べ さ だ と う

にまつわる地名伝説についての記述があります。 

 

令和３年 10 月 1 日から、下記のように利用制限が緩和されています。 

《利用対象者》市民・市内の団体のみ 

《開館時間》 ８：３0～２２：00（利用時間は原則２時間まで） 

《利用制限》 会議等の茶菓・弁当は可（懇親や交流を目的とする会食は不可） 

① ３密（密閉・密集・密接）を避けて利用して頂くようお願いします。 

 ・１時間毎に換気を実施・人と人との距離を十分に確保（２ｍを目安、最低１ｍ） 

 ・入館（活動）人数や滞在（活動）時間を必要最低限にする。 

② 感染防止対策の徹底をお願いします。 

 ・自宅で検温し発熱していないか確認する。・体調に不安があるときは利用しない。 

 ・マスク着用、入退館時に手指の消毒をする。 

※ 施設利用後、ドアノブや手すりなどの手が触れたところの消毒と、利用者名簿の提

出にご協力お願いします。 

※ 利用制限等は感染拡大の状況により変更になる場合があります。 

お問い合わせ ☎ 0198 – 42-3255（土沢地域づくり会議） 

 

 

東和コミュニティセンター 利用制限緩和される 

 

東和歴史探訪 古代   前九年合戦由来の地名 

【鏑八幡神社】（写真） 鎮守府将軍源 頼 義
みなもとのよりよし

・義家父

子が安倍氏を討伐するためにこの地に陣を敷き、戦勝祈

願のために 12 本の鏑矢を奉納し、安倍氏平定後この地

に社殿を建立しました。この由来から、村の名前を十二

ヶ鏑矢村と称しのちに十二ヶ村と改めたと伝わります。 

【大沢滝神社】 安倍貞任が奥六郡から北の厨川
くりやがわ

に逃れる際、娘の真砂
ま さ ご

姫
ひめ

も父の後を追

い、この地に差しかかると、父の身代わりとの思いだったのか滝川に身を投じました。

義家は真砂姫を哀れみ、現在の古滝大明神の地に社を建立してその霊を弔ったと伝わっ

ています。 

前九年合戦 源頼義・義家父子が奥羽地方の豪族安倍頼時とその子貞任・宗任らを討

伐した戦役です。平定した康平５年まで実際には１２年にわたって断続し、後三年の役

とともに源氏が東国に勢力を築くきっかけとなりました。 


